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―Foreword―

感染症治療を科学する

―PK-PD 理論に基づいた抗菌薬療法―
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本稿は，2010 年 3 月に岡山で実施された日本薬

学会第 130 年会でのシンポジウム「感染症治療を科

学する ―PK-PD 理論に基づいた抗菌薬療法―」

において講演された内容をまとめたものである．

多くの抗菌薬が種々の感染症治療に用いられてい

るが，感染症治療の効率化，耐性菌出現の抑制，安

全性の向上などを目的として，抗菌薬の適正使用が

重要視されている．特に，近年では，体内動態

（Pharmacokinetics; PK）パラメータと，抗菌活性

（Pharmacodynamics; PD）パラメータを組み合わ

せた PK-PD 理論に基づく投与法の設定が推奨され

ている．日常的に感染症が発生する臨床現場では，

薬の専門家である薬剤師の担う役割が大きいが，そ

のためには感染症・抗菌薬療法に関する適切な知識

が必須である．特に，PK-PD 理論を踏まえ，感染

症治療をいかに考え，いかに科学的に治療するかが

重要となる．

本シンポジウムでは，薬剤師が抗菌薬の適正使用

を推進する上で必須となる最新情報を，それぞれの

専門を踏まえて 4 名の演者よりわかり易く具体的に

ご提示頂いた．PK-PD を踏まえた抗菌薬の用法・

用量設定に必要な情報から，TDM に基づく抗菌薬

の使用方法，実際の感染症現場における抗菌薬使用

法，抗菌薬の安全性までの最新の情報と薬剤師の役

割についてご講演頂き，それを誌上シンポジウムと

してまとめた．本稿が，感染症治療に係わる薬剤師

のさらなる活躍の一助になることを期待したい．


